
第３８回東日本本部拡大委員会

で開催
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国
労
東
日
本
本
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
２
月
６
日
か
ら
12
日
に

か
け
て
第
38
回

委
員
会
を
、
Ｗ
ｅ
ｂ
及
び
書
面
審
議
に
よ

り
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
の
交
通
ビ
ル
Ｂ
１
Ｆ
に
は
執
行
部
、
別
会
議
室
に
は
委

員
会
議
長
・
副
議
長
の
み
が
集
ま
り
、
委
員
会
構
成
員
（
各
委

員
、
各
地
本
委
員
長
・
書
記
長
、
各
職
協
議
長
）
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
方
本
部
・
地
区
本
部
事
務
所
か
ら
の
参
加
と
し
ま
し
た
。

委
員
会
は
渡
辺
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に
は
東

京
地
本
・
横
倉
委
員
、
副
議
長

に
は
東
京
地
本
・
高
瀬
委
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

各
会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
で
つ
な
い

だ
委
員
会
は
、
横
倉
議
長
の
あ

い
さ
つ
、
大
沼
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
と
続
き
、
そ
の
後
、
伊
藤

書
記
長
か
ら
今
後
の
進
め
方
が

説
明
さ
れ
、
当
日
は
短
時
間
で

一
旦
休
会
と
な
り
ま
し
た
。

休
会
後
に
各
委
員
か
ら
の
発

言
を
文
書
で
受
け
付
け
、
２
月

10
日
に
書
記
長
集
約
を
各
構
成

員
に
送
付
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

各
委
員
か
ら
各
議
題
に
対
す
る

評
決
の
可
否
を
送
付
し
て
頂
き
、

12
日
に
議
長
団
の
立
ち
合
い
の

元
、
議
題
１
（
協
約
協
定
）
、

議
題
２
（
方
針
案
）
と
も
に
賛

成
多
数
で
成
立
し
、
委
員
会
の

全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

及
川
委
員
（
盛
岡
）

●
新
・
在
の
組
織
分
離
。
慢
性

的
な
要
員
不
足
。
超
勤
問
題
。

し
っ
か
り
と
検
証
し
て
い
く
。

●
春
闘
の
闘
い
。
組
合
の
必
要

性
を
未
加
入
者
へ
訴
え
て
い
く
。

賃
金
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
は
非
常

に
良
い
取
り
組
み
。

●
新
採
に
積
極
的
な
声
掛
け
、

交
流
し
て
い
る
。
彼
も
「
組
合

は
必
要
」
と
の
認
識
。

宮
﨑
委
員
（
秋
田
）

●
多
い
業
務
量
を
知
ら
し
め
よ

う
と
協
力
し
て
行
っ
た
業
務
研

究
だ
が
、
工
事
立
ち
合
い
の
リ

モ
ー
ト
化
で
業
務
量
減
。
安
全

側
の
施
策
で
は
な
い
こ
と
に
不

満
は
あ
る
が
、
一
定
程
度
の
成

功
体
験
を
共
有
で
き
た
。
こ
う

し
た
体
験
を
拡
大
に
繋
げ
た
い
。

●
代
議
員
選
出
基
準
を
変
更
さ

れ
る
と
秋
田
は
議
席
を
失
う
。

組
合
の
将
来
を
共
に
決
め
る
機

会
を
失
わ
せ
な
い
よ
う
。

鈴
木
委
員
（
仙
台
）

●
２
名
の
女
性
が
加
入
。
職
場

に
こ
だ
わ
る
中
か
ら
。
差
別
的

な
異
動
。
労
働
者
を
尊
重
す
る

企
業
に
変
え
る
取
り
組
み
を
。

●
不
本
意
な
再
雇
用
先
の
提
示
。

退
職
日
の
直
前
提
示
。
無
呼
吸

症
候
群
の
仲
間
に
単
身
赴
任
。

21
春
闘
。
社
友
会
の
若
手
社
員

に
組
合
の
役
割
や
必
要
性
を
伝

え
て
い
く
。

結
城
委
員
（
仙
台
）

●
春
闘
要
求
。
あ
ま
り
に
低
い

要
求
額
。
要
求
獲
得
の
為
の
考

え
を
伺
う
。

●
女
性
組
合
員
の
不
当
配
転
。

産
業
医
か
ら
も
今
の
職
場
で
は

働
け
な
い
と
の
指
摘
。
早
急
に

取
り
組
み
を
。

●
嫌
が
ら
せ
的
な
エ
ル
ダ
ー
先

提
示
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
、
組

合
員
を
守
る
事
が
大
切

●
貨
物
シ
ニ
ア
組
合
員
が
新
幹

線
通
勤
。
所
得
と
み
な
さ
れ
る

た
め
、
雇
用
調
整
金
が
払
わ
れ

な
い
。

委
員
か
ら
の
発
言

１
点
目
は
21
春
闘
に
つ
い
て

第
１
９
１
回
拡
大
中
央
委
員

で
決
定
さ
れ
た
当
面
の
闘
争
方

針
に
基
づ
き
、
定
期
昇
給
の
完

全
実
施
と
５
０
０
０
円
を
基
本

と
す
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
を
求

め
、
職
場
か
ら
全
組
合
員
参
加

に
よ
る
春
闘
を
積
み
上
げ
、
会

社
交
渉
を
後
押
し
し
て
い
く
。

ま
た
、
企
業
の
枠
を
超
え
連
帯

の
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、
地

域
春
闘
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

２
点
目
に
組
織
の
強
化
・
拡

大
に
つ
い
て

労
働
組
合
が
少
数
派
に
な
っ

て
も
、
青
年
部
の
賃
金
ア
ン
ケ
ー

ト
に
協
力
し
て
く
れ
る
若
手
社

員
は
大
勢
い
る
し
、
過
半
数
代

表
選
挙
で
は
３
年
取
り
組
ん
で

き
て
、
組
合
少
数
で
も
非
組
合

員
の
支
持
が
必
ず
得
ら
れ
る
こ

と
、
社
友
会
で
は
な
く
労
働
組

合
員
が
選
ば
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

職
場
に
労
働
組
合
が
必
要
な
こ

と
を
改
め
て
確
認
し
て
き
た
。

大
会
以
降
に
も
拡
大
し
て
い
る

職
場
、
分
会
の
教
訓
に
学
び
、

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
こ
う
。

３
点
目
の
労
働
条
件
改
善
に

つ
い
て

「
安
全
・
安
定
輸
送
」
確
立

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
定

期
大
会
以
降
も
残
念
な
が
ら
事

故
事
象
は
絶
え
な
い
。
合
理
化
、

効
率
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
付

け
な
い
職
場
の
実
態
が
、
社
員

の
命
と
引
き
換
え
に
な
っ
て
は

な
ら
な
い
。
「
電
気
の
変
革
２

０
２
２
」
施
策
後
、
業
務
研
究

発
表
で
「
大
変
な
職
場
実
態
」

を
会
社
に
伝
え
よ
う
と
取
り
組

ん
だ
組
合
員
を
、
デ
ー
タ
収
集

等
で
積
極
的
に
手
伝
っ
て
く
れ

る
職
場
が
あ
る
。
労
働
組
合
が

社
員
の
声
を
ど
れ
だ
け
拾
い
き

れ
る
か
、
仲
間
づ
く
り
が
課
題

で
あ
り
、
信
頼
が
運
動
の
前
提

に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
に
平
和
と
民
主
主
義
を

守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

原
発
、
安
全
保
障
、
改
憲
な

ど
安
倍
政
治
を
引
き
継
い
で
い

る
菅
政
権
は
容
認
で
き
な
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
混
乱
、

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
事
業
の
中
断
、
遅
れ

た
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
へ
の
対

応
に
国
民
の
支
持
は
大
き
く
落

ち
込
ん
で
い
る
。
秋
ま
で
に
は

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
実
施
さ

れ
る
。
立
憲
野
党
が
擁
立
す
る

統
一
候
補
な
ど
の
当
選
に
向
け

奮
闘
し
て
い
く
。

そ
の
他
に
も
、
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
い
る
が
、
各
委
員

の
真
摯
な
討
論
に
よ
り
職
場
、

地
域
で
の
運
動
の
成
果
や
教
訓

が
補
強
さ
れ
、
２
０
２
１
年
春

闘
を
は
じ
め
と
す
る
当
面
す
る

闘
争
方
針
が
確
立
さ
れ
る
よ
う

心
か
ら
要
請
し
、
執
行
委
員
会

を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
す
る
。

委
員
長
あ
い
さ
つ

（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

教
訓
に
学
び
、

取
り
組
み
を

広
げ
て
い
こ
う

１人で悩まず
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賃金実態アンケートに
ご協力いただき、

ありがとうございました

皆様から頂いたデータを基に、
会社との新賃金交渉に向けて
活用させて頂きました。
集計結果については、
別途ご報告させて頂きます。
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藤
井
委
員
（
新
潟
）

●
除
雪
作
業
で
１
月
に
４
日
間

在
来
線
が
全
て
終
日
運
休
。
保

線
職
場
は
委
託
化
が
進
み
要
員

不
足
。
除
雪
車
両
の
取
扱
い
、

運
行
な
ど
技
術
力
の
低
下
、
取

扱
い
不
備
で
車
両
故
障
が
発
生
。

雪
に
慣
れ
て
い
な
い
指
令
、
駅
、

現
場
と
の
連
携
が
取
れ
な
い
で

作
業
変
更
な
ど
が
多
発
し
、
除

雪
作
業
が
進
ま
な
い
。

黛
委
員
（
高
崎
）

●
春
闘
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を

背
景
に
し
た
行
動
提
起
を
。

●
新
幹
線
統
轄
本
部
の
電
気
職

場
に
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
導

入
。
交
渉
に
高
崎
か
ら
も
出
ら

れ
る
よ
う
再
度
要
請
。

●
エ
リ
ア
役
員
に
よ
る
挨
拶
は
、

貨
物
の
内
容
が
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
場
合
が
多
い
。

黒
澤
委
員
（
水
戸
）

●
組
織
拡
大
に
向
け
「
対
話
行

動
」
取
り
組
む
。
飲
み
会
が
ダ

メ
な
ら
昼
食
で
、
と
い
っ
た
創

意
工
夫
を
。

●
職
場
過
半
数
代
表
選
挙
で
は
、

我
々
の
主
張
を
未
加
入
者
に
訴

え
て
き
た
。
昨
年
代
表
を
取
っ

た
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
職
場
を
回

り
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
声
を
聞
き

な
が
ら
闘
っ
て
き
た
。

●
地
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
。

活
用
し
て
い
き
た
い
。

飯
田
委
員
（
千
葉
）

●
線
路
科
で
は
毎
日
２
時
間
以
上

の
超
勤
。
緊
急
点
検
や
業
務
量
の

多
さ
が
原
因
。
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
会
社
に
改
善
を
求
め
る
。

●
一
昨
年
、
設
備
関
係
職
場
の

総
務
科
が
支
社
に
統
合
。
小
物

の
請
求
は
各
自
で
連
絡
。
時
間

ギ
リ
ギ
リ
の
帰
着
も
多
く
、
現

場
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
。

松
木
委
員
（
長
野
）

●
松
本
電
車
区
分
会
で
は
新
採

配
属
が
前
日
に
分
か
り
、
会
社

に
組
合
説
明
会
を
申
し
入
れ
、

顔
合
わ
せ
が
で
き
た
。

●
若
い
組
合
員
が
飲
み
会
を
開

催
。
平
成
ユ
ニ
オ
ン
を
作
ろ
う

か
と
冗
談
が
出
る
く
ら
い
多
く

の
社
員
が
労
働
組
合
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
。

●
職
協
体
制
の
簡
素
化
を
。

井
草
委
員
（
神
奈
川
）

●
「
働
き
方
改
革
」
は
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
称
し
て
配

置
転
換
を
強
行
。
運
動
の
可
視

化
が
求
め
ら
れ
る
。
小
さ
な
要

求
の
勝
ち
取
り
で
も
、
正
当
な

要
求
は
叶
う
し
、
変
え
る
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
、
宣

伝
し
、
広
め
る
こ
と
が
大
切
。

●
か
つ
て
経
団
連
は
「
内
部
留

保
は
、
不
測
の
事
態
を
乗
り
切
っ

て
い
く
た
め
」
と
説
明
。
今
だ

か
ら
こ
そ
、
生
計
費
原
則
に
基

づ
く
賃
上
げ
が
必
要
。

粉
川
委
員
（
神
奈
川
）

●
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
職
場
の
労
働
条
件

改
善
。
辻
堂
駅
（
全
面
委
託
駅
）

で
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
を
３
月

か
ら
使
用
開
始
。
労
働
条
件
の

変
更
が
団
体
交
渉
な
し
で
一
方

的
に
。
支
店
段
階
で
の
交
渉
が

不
可
能
。
東
日
本
本
部
の
交
渉
、

業
務
報
で
の
報
告
が
重
要
。
こ

の
サ
イ
ク
ル
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
か
ら
加
入
に
も
つ
な
が
る
。

佐
藤
委
員
（
八
王
子
）

●
八
王
子
支
社
は
「
営
業
関
係

施
策
に
つ
い
て
」
１
・
２
・
３

を
矢
継
ぎ
早
に
提
案
。
出
札
窓

口
の
閉
鎖
や
営
業
時
間
短
縮
、

業
務
委
託
な
ど
。
地
区
本
部
で

は
要
求
を
集
約
。
検
証
活
動
も

強
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
く
。

●
地
区
本
部
で
は
現
職
１
０
０

名
、
エ
ル
ダ
ー
１
７
０
名
と
大

変
厳
し
い
状
況
。
先
輩
方
に
も

奮
闘
を
お
願
い
す
る
。

金
谷
委
員
（
大
宮
）

●
組
織
拡
大
に
は
至
ら
な
い
の

は
、
個
人
的
な
頑
張
り
の
み
で
、

分
会
全
体
の
運
動
に
な
っ
て
い

な
い
た
め
。
不
安
な
声
を
丁
寧

に
聞
く
中
で
、
拡
大
に
繋
げ
る
。

●
大
宮
総
車
セ
の
職
場
代
表
者

選
挙
で
は
、
国
労
か
ら
立
候
補

し
て
組
織
人
員
の
三
倍
の
得
票
。

未
加
入
者
の
多
く
が
組
合
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。

●
職
場
で
の
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
は
、
違
い
が
あ
っ
て
当
然
。

組
合
員
が
「
こ
れ
だ
っ
た
ら
出

来
る
」
と
い
う
こ
と
を
見
つ
け
、

実
践
出
来
る
状
況
を
作
っ
て
い

た
だ
く
事
を
お
願
い
す
る
。

●
新
幹
線
統
括
本
部
と
の
交
渉

で
は
、
交
渉
委
員
数
４
名
の
中

で
、
事
案
を
見
な
が
ら
交
渉
委

員
の
差
し
替
え
等
、
工
夫
を
し

て
い
き
た
い
。

●
代
議
員
選
出
基
準
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
中
央
本
部
に
て

職
場
討
議
資
料
を
作
成
中
。
そ

れ
を
基
に
議
論
・
認
識
を
深
め

た
い
。

●
貨
物
シ
ニ
ア
社
員
の
定
期
代

が
所
得
に
参
入
さ
れ
る
問
題
。

本
部
・
全
貨
協
に
は
伝
え
て
い

き
た
い
。
東
北
貨
物
協
議
会
か

ら
も
本
部
・
全
貨
協
に
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

「
変
革
２
０
２
７
」
で
進
め

ら
れ
て
い
る
様
々
な
施
策
の
現

状
報
告
を
頂
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
会
社

は
「
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」

を
明
言
。
都
合
の
良
い
社
員
の

「
声
」
を
巧
み
に
施
策
の
推
進

力
と
し
て
利
用
し
て
く
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
委
員
の
報
告

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
実
態
に

基
づ
い
た
現
状
や
社
員
の
「
声
」

を
い
か
に
集
約
し
、
少
し
で
も

改
良
・
改
善
に
結
び
付
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
信
頼
関
係

も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
。

エ
ル
ダ
ー
制
度
に
お
け
る
丁

寧
さ
に
欠
け
る
運
用
が
報
告
さ

れ
た
。
各
地
方
と
連
携
し
、
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
労
働
条

件
改
善
に
つ
い
て
も
進
め
て
い

く
。
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
職
場
こ
そ
が
「
安

全
・
安
定
」
輸
送
を
支
え
る
と

い
う
立
場
で
、
団
体
交
渉
の
強

化
を
図
っ
て
い
く
。

拡
大
中
央
委
員
会
に
お
い
て
、

基
準
内
賃
金
の
１
．
８
７
％
相

当
額
、
５
，
０
０
０
円
を
基
本

と
す
る
「
ベ
・
ア
」
要
求
も
含

め
た
、
「
統
一
重
点
要
求
９
項

目
」
が
確
立
さ
れ
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
、
東
日
本
本
部
と
し

て
第
二
基
本
給
の
廃
止
な
ど
を

求
め
る
幅
広
い
要
求
項
目
と
し

た
「
賃
金
改
善
を
求
め
る
申
し

入
れ
に
つ
い
て
」
を
提
出
し
た
。

貨
物
会
社
に
対
す
る
春
闘
要

求
に
つ
い
て
は
、
本
部
・
全
貨

協
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
青
年
・
女
性
社
員
賃
金

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
集

約
し
た
声
を
会
社
に
訴
え
て
い

く
。
団
体
交
渉
は
労
働
組
合
だ

か
ら
取
り
組
め
る
こ
と
で
あ
り
、

組
合
未
加
入
者
へ
の
宣
伝
、
掲

示
板
・
情
報
綴
り
の
活
用
強
化
、

創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み
を
。

２
０
１
２
年
に
発
出
し
た

「
組
織
拡
大
全
国
統
一
行
動
の

展
開
」
（
闘
争
指
令
１
号
）
の

総
括
が
ま
も
な
く
提
起
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
各
地
方
か
ら
の
総

括
運
動
を
。
組
織
実
態
に
見
合
っ

た
体
制
の
見
直

し
具
現
化
は
待
っ

た
な
し
で
あ
る
。

執
行
部
答
弁

書
記
長
集
約

９
地
本
の
団
結
で

運
動
の
躍
進
を
！

「
安
全
・
安
定
」
輸
送
確
立
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
づ
く
り
に
向
け
て
。

組
合
未
加
入
者
は
、
労
働
組

合
の
必
要
性
は
感
じ
な
が
ら
も
、

遠
ざ
か
る
社
員
が
多
い
。
労
働

組
合
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た

め
、
国
労
と
し
て
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
か
に
伝
え
る
か
が
重
要

と
な
る
。

ま
も
な
く
今
年
の
過
半
数
職
場

代
表
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
組
織
拡

大
を
意
識
し
、
積
極
的
か
つ
柔
軟

な
取
り
組
み
を
要
請
す
る
。

以
上
大
き
く
３
点
に
つ
い
て

集
約
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
収
束
が
見
え
な
い
中
で

も
、
時
間
は
進
ん
で
い
る
。
組

織
の
体
制
整
備
や
国
鉄
世
代
か

ら
Ｊ
Ｒ
世
代
へ
の
運
動
の
継
承

な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る

が
、
９
地
本
本
部
が
団
結
し
て

運
動
の
前
進
を
図
っ
て
い
た
だ

く
事
を
お
願
い
し
、
第
38
回
拡

大
委
員
会
の
集
約
と
す
る
。

21
春
闘
に
つ
い
て
。

喫
緊
且
つ
最
重
要
課
題
で
あ
る

組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
。


